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タアナリシスを適用し，階層ベイズモデルを用いる。   ,    ,    ,     を研究   における真
陽性，偽陽性，偽陰性，真陰性の参加者数とする。また，研究   における陽性または陰性の
参加者数を，それぞれ     =     +    ，    =     +     とする。
階層ベイズモデルの第1段階目として，    および     について，以下の2項確率モデルを考
える。
   ~       ,     ,    ~       ,    
ここで，    および     は感度および偽陽性率である。次に，第2段階目として，ロジット変換
された2項確率パラメータ     = logit     ,      = logit(   ) について，研究間の異質性を考
慮するための変量効果モデルを考える。





ここで    =    ,    
 ，  =   ,   
  である。階層ベイズモデルにおいて，未知パラメータ
の事前分布には無情報事前分布を用いる。また，ロジット変換した感度および偽陽性率の推
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       ,  ̂  = logit
       は全ての研究から求められる感度，偽陽性率の推定値
であり， ̂ ( ),  ̂ ( ) は研究   を除外して求められる推定値である。Relative distanceが大き
い場合，感度，偽陽性率の推定値への影響度が大きい研究と言える。
Standardized Residual
Standardized residualは逸脱度に関する尺度として定義され[2-3]，研究   の観測値（感度
および偽陽性率）と，研究   を除外したデータセットから得られる事後予測平均の差を，事後
予測分散で割った値である。




   −    | ( )     ( )
ここで    =    ,    
  である。また， ( ) は全体から研究   のみを除外したデータである。
Standardized residualが大きい場合，その研究は，事後予測平均からの乖離が大きい外れ
値と考えられる。
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     ,   =    −    |      
 
   |      
      −    |      
  は，パラメータ全体を表す (  =   ,   
 ,   
 ,    )。次に，事後予測サンプル   
∗ を用いて，
乖離の尺度      
∗,   を同様に定義する。そして，Bayesian p-valueを以下で定義する。
   =        





















































全ての研究を用いた結果 — 0.44 0.22 0.588
外れ値または影響度の大きな研究を除いた結果
Relative distance 研究 7, 15 0.44 0.20 0.565
Standardized residual 研究 1, 7, 9, 15 0.43 0.20 0.625
Bayesian p-value 研究 1, 9 0.44 0.23 0.634
SROC曲線のAUCへの
影響度
研究 1, 15 0.41 0.18 0.606
提案法を用いて，外れ値や影響力の大きな
研究について評価した結果，いくつかの外れ
値は感度，偽陽性率，AUCの推定値に影響
を与えることが分かった。しかしながら，元々
のメタアナリシスの結論を変えるような重大
な影響力は認められず，提案法を用いた影
響力診断と感度分析の結果，診断法のメタ
アナリシスの結論の妥当性が確認された。
診断法のメタアナリシスにおいては，外れ値
または影響力の大きな研究を目視で確認す
る方法が，これまでは一般的であったが，本
研究では客観的，定量的な評価方法を提案
した。このような定量的な評価は，診断法の
メタアナリシスによるエビデンスの統合に有
用であると考えられる。
